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一人ひとりの平和の願いをもとに行動する平和NGOです
「平和新聞」（旬刊）、「平和運動」（月刊）発行中

　自民党幹事長だった2013年、沖縄
の自民党国会議員5人を同席させて会
見を開き、「辺野古移設が普天間基
地の危険性除去に一番の近道」と述
べ、辺野古反対を掲げていた5人の公
約を事実上撤回させました。石破幹
事長の脇でうなだれる5人の姿に、
「平成の琉球処分」だと激しい怒り
が起こりました。
　14年の名護市長選挙では、「基地
の場所は政府が決める」「500億円
の名護振興基金の実現を図る」と述
べ、その非民主的な態度と露骨な
「札束でほおを叩くやり方」に批判
が集中しました。

基地建設を
ごり押してきた
石破氏

辺野古新基地建設工事の中止と普天間基地撤去を求める署名にあなたも！

　辺野古の新基地建設は、「世界一危険」と言われる宜野
湾市・普天間基地の危険性除去を目的にした「移設」だと
いうのが政府の説明です。しかし米軍機の夜間・低空飛行
や、繰り返される米兵の性的暴行事件について、日本政府
は抜本的な対策を講じようとしません。
　他方で辺野古の新基地は、普天間基地になかった新機能
を加え、事故を繰り返すオスプレイを有事には100機展開す
る、耐用年数100年もの一大要塞化計画です。普天間基地の
危険性除去は、普天間基地の運用停止と撤去でこそ実現で
きます。

　自民・公明政権は、地方自治体の権限を奪う「代執行」
という強権的な方法で、沖縄県名護市辺野古・大浦湾の豊
かな海を埋め立て、新しい米軍基地を建設しようとしてい
ます。石破茂首相は、就任早々からこの基地建設強行を続
ける姿勢を示しています。

普天間基地の危険性除去は

無条件撤去でこそ

　政府は今、近隣諸国の「脅威」を挙げて、軍備増強に数兆円もの
税金を注ごうとしています。戦争を回避するためにすべきなのは基
地増強ではなく、憲法9条の立場で外交に徹し、東アジアの対話の
枠組み作りと非核化に力を注ぐことです。10月15日公示・27日投
開票の総選挙では、戦争の準備ではなく、平和の選択を！

平和の
   選択を

いよいよ総選挙！


